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 Tatabahasa  

 

１． Kenjogo (Bahasa sopan yang merendahkan diri sendiri) 

Digunakan untuk perbuatan yang dilakukan subjek (sendiri) untuk menyatakan rasa hormat kepada 

lawan bicara. Untuk verba berikut ini menggunakan bentuk khusus. 

“～te imasu” pada Unit 19 N5 menjadi “～te orimasu” (Contoh 13), sedangkan “～te 

moraimasu” dalam Unit 8 menjadi “～te itadakimasu” (Contoh 14). 

 

 

例１）① 

例１）② 

行
い

きます 

来
き

ます 
参
ま い

る 参
ま い

ります 

例２） います おる おります 

例３） 食
た

べます・飲
の

みます 
いただく いただきます 

例４） もらいます 

例５） あげます 差
さ

し上
あ

げる 差
さ

し上
あ

げます 

例６） 言
い

います 申
も う

す 申
も う

します 

例７） 見
み

ます 拝
はい

見
けん

する 拝
はい

見
けん

します 

例８） 会
あ

います お目
め

にかかる お目
め

にかかります 

例９） します いたす いたします 

例 10）① 

例 10）② 

(話
はなし

を)聞
き

きます 

質
し つ

問
も ん

します うかがう うかがいます 

例 11） 訪
ほ う

問
も ん

します 

例 12） 
知

し

っています  

知
し

りません 

存
ぞ ん

じておる  

存
ぞ ん

じない  

存
ぞ ん

じております  

存
ぞ ん

じません  
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３． Hal yang harus diperhatikan pada saat menanyakan nama lawan bicara 

 Nama sebaiknya diucapkan sendiri. Apabila lawan bicara tidak menyebutkan namanya biasanya 

ditanyakan dengan ungkapan“ Onamae o ukagatte mo yoroshii deshouka”, “Shitsurei desuga…”  

  

例１）Ａ：あのう、失礼
し つ れ い

ですが…。（Maaf….） 

Ｂ：はじめまして、アリフと申
も う

します。（Perkenalkan, saya Arif.） 

例２）（Apabila lawan bicara tidak menyebutan nama） 

Ａ：お名前
な ま え

をうかがってもよろしいでしょうか。（Bolehkan saya tahu nama bapak/ibu/anda?） 

   Ｂ：アリフと申
も う

します。（Saya Arif） 
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